
「東京都公式ホームページ作成に関する統一基準」準拠に係る標準特記仕様書 

 

委託者からホームページ作成業務等の委託を受けた受託者は、契約書及び仕様書等に定め

のない事項について、この特記仕様書に定める事項に従って契約を履行しなければならな

い。なお、この特記仕様書の適用範囲は受託者が本契約で作成等するものに限る。  

 

１ 「東京都公式ホームページ作成に係る統一基準」（以下「統一基準」という。）の対応は 

以下のとおりとする。  

(1) 統一基準で優先度 A と規定された事項のうち、JIS 規格（JIS X 8341-3:2016）でアク

セシビリティ適合レベル A 及び AA として規定されている達成基準に該当する事項に

ついて準拠すること。なお、「準拠」という表記は、情報通信アクセス協議会ウェブ アク

セシビリティ基盤委員会（以下「WAIC」という。）「ウェブコンテンツの JIS X 8341- 3:2016 

対応度表記ガイドライン 2016 年 3 月版」で定められた表記による。  

(2) 統一基準で優先度 A と規定された事項のうち、(1)に規定する事項以外の全ての事項 

について対応すること。 

(3) 統一基準で優先度 B と規定された事項について、委託者と協議の上対応すること。  

 

２ 納品前に、作成した全ページについてツール（総務省が提供する「みんなのアクセシビ 

リティ評価ツール miChecker」（以下「miChecker」という。）又はこれに相当するツー ル）

によりアクセシビリティ検証を行い問題のないことを確認した上で、委託者に報告するこ

と。なお、既存のページに修正等を実施した場合の報告内容は、修正した箇所のみとする。  

 

３ ホームページ新規作成（又は全面リニューアル）工程の中での確認事項は以下のとおり 

とする。 

 (1) HTML、CSS のひな形作成段階において、受託者にて統一基準への対応状況の確認を 

実施すること。ツールによる判定が可能な検証項目については、ツールを用いた上で、

そのツール名を記録すること。 

 (2) 納品前に、１(1)の事項について WAIC「JIS X 8341-3:2016 試験実施ガイドライン」 

に基づく試験を実施するとともに、１(2)の事項についても確認を行うこととし、受託

者は試験及び確認結果について委託者に説明を行い、その了承を得ること。なお、試験 

の実施においては、ツールによる判定だけでなく、人間による判断も行うこと。 

 

４ ３(2)の試験については以下のとおりとする。 

(1) ３(2)の試験方法及び確認の対象範囲  

ア 対象ページが 11 ページ以下の場合  

JIS X 8341-3:2016 の「JB.1.2 ウェブページ一式単位」とし、「a 全てのウェブ ペー

別紙３



ジを選択する場合」にある方法を用いて、全てのページで試験及び確認を実施するこ

と。 

  

イ 対象ページの数が 12 ページ以上 100 ページ以下の場合  

JIS X 8341-3:2016 の「JB.1.2 ウェブページ一式単位」とし、「d ウェブページ一式

を代表するウェブページとランダムに選択したウェブページとを併せて選択する場合」

にある方法を用いて、両方のページを組み合せて 11 ページ以上を選択して試験及び

確認を実施すること。なお、組合せにおける「ウェブページ一式を代表するウェブペ

ージ」と「ランダムに選択したウェブページ」の割合や、「ウェブページ一式を代表す

るウェブページ」で選択するページについては委託者と協議の上決定する。  

 

ウ 対象ページの数が 100 ページを超える場合 

 JIS X 8341-3:2016 の「JB.1.2 ウェブページ一式単位」とし、「d ウェブページ一式を

代表するウェブページとランダムに選択したウェブページとを併せて選択する場合」

にある方法を用いて、両方を組み合せて 40 ページ以上を選択して試験及び確認を実

施すること。なお、組合せにおける「ウェブページ一式を代表するウェブページ」は 

7 ページ以上、「ランダムに選択したウェブページ」は 33 ページ以上とし、「ウェブ

ページ一式を代表するウェブページ」で選択するページについては委託者と協議の上

決定する。 

 

(2) 達成方法及びその検証方法を特定できる技術的根拠（実装チェックリスト）の作成 

１(1)の事項に関して、WAIC が公開している「JIS X 8341-3:2016 試験実施ガイド

ライン 2016 年 4 月版」の「3.1 達成方法及びその検証方法を特定できる技術的根拠

を示す 方法の例」を参考にして実装チェックリストを作成すること。なお、実装チェ

ックリストを作成する際に必要なツールの結果資料（miChecker ワークシート等）を

添付すること。 

 

(3) 達成基準チェックリストの作成 

１(1)の事項に関して、WAIC が公開している「JIS X 8341-3:2016 試験実施ガイド

ライン 2016 年 4 月版」の「3.2 達成基準チェックリストの例」を参考にして作成す

ること。  

 

(4) 試験結果ページの作成 

ウェブサイト上で公開する試験結果ページを、JIS X 8341-3:2016 の「JB.3 試験結

果の表示」に基づいて作成すること。 


